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百寿者の Quality of Life 維持とその関連要因
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目的 100歳以上の長寿者（百寿者）の QOL を調べ，男女差，地域差を明らかにするとともに，

100歳を超えてもなお高い QOL を実現している百寿者に関して生活習慣，生活環境との関

連について検討を行った。

方法 1999年度の「全国高齢者名簿」に登録された100歳以上の高齢者11,346人を母集団とした。

男性は全数，女性は 1/2 の比率で無作為抽出を行った。死亡，住所不明，不参加の者を除く

1,907人（男性566人，女性1,341人）に対し，個別に訪問し，質問紙を用いて聞き取り調査

を行った（2000年 4～6 月）。本研究では百歳老人の QOL について a. 日常生活動作の自立，

b. 認知機能の保持，c. 心の健康の維持の観点から検討した。独立変数は，食生活，栄養，

運動，睡眠，喫煙習慣，飲酒習慣，身体機能，家族とした。分析は SPSS11.0J を使用し，

男女別に多重ロジスティック回帰分析を行った。

結果 1. 男性の百寿者は女性の百寿者と比較して数は少ないものの，QOL の高い百寿者の割

合は日常生活動作，認知機能，心の健康のすべてにおいて男性が女性に比べ多かった。

2. 百寿者数は西日本に多いものの，QOL の高い百寿者の割合に関して地域による有意

な差は男女とも認められなかった。

3. ◯１日常生活動作の自立の関連要因：男性では，運動習慣あり，視力の保持，自然な目

覚め，常食が食べられる，同居の家族がいるの 5 要因が，女性では，運動習慣あり，常食が

食べられる，視力の保持，自然な目覚め，食欲あり，同居の家族がいる，転倒経験なしの 7
要因が日常生活動作の自立と有意な関係にあった。◯２認知機能の保持の関連要因：男性で

は，自然な目覚め，視力の保持，運動習慣あり，よく眠れている，常食が食べられるの 5 要

因が，女性では，聴力の保持，自然な目覚め，視力の保持，食欲あり，同居の家族がいる，

運動習慣ありの 6 要因が認知機能の保持と有意な関係にあった。◯３心の健康の維持の関連要

因：男性では，視力の保持，運動習慣あり，よく眠れている，常食が食べられるの 4 要因

が，女性では，視力の保持，食欲あり，運動習慣あり，1 日 3 回食事を食べる，同居の家族

がいる，常食が食べられる，自然な目覚めの 7 要因が心の健康の維持と有意な関係にあった。

結論 百寿者の日常生活動作の自立，認知機能の保持，心の健康の維持に共通して関連が認めら

れた要因は，男性では運動習慣，身体機能としての視力，食事のかたさであり，女性では，

運動習慣，身体機能としての視力，自然な目覚め，食欲，同居家族であった。これらの検討

から，QOL の高い百寿者の特徴は，男性では，◯１運動習慣がある◯２身体機能としての視力

が保持されている◯３普通のかたさの食事が食べられる，女性では◯１運動習慣がある◯２身体機

能としての視力が保持されている◯３自分から定時に目覚める◯４食事を自らすすんで食べる

（食欲がある），◯５同居の家族がいること，が明らかになった。これらの要因の維持が超高齢

者の高い QOL の実現に関与している可能性が示唆された。
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